
　
第
６
回
北
秋
田
市
身
体
障
害
者
福
祉
大
会（
北

秋
田
市
身
体
障
害
者
協
会
主
催
）
が
10
月
26
日
、

合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
会

員
ら
の
連
携
を
深
め
ま
し
た
。 

　
大
会
で
松
田
光
朗
会
長
が
「
障
害
者
一
人
ひ

と
り
の
尊
厳
が
尊
重
さ
れ
る
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
一
緒
に
活
動
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
自
立
更
生
者

と
し
て
藤
島
ツ
ナ
さ
ん（
鷹
巣
支
部
）、
村
上
栄

子
さ
ん（
鷹
巣
支
部
）、
新
田
光
さ
ん（
合
川
支
部
）、

団
体
育
成
功
労
者
と
し
て
工
藤
京
造
さ
ん
（
合

川
支
部
）、
松
浦
直
一
郎
さ
ん（
森
吉
支
部
）、
松

浦
富
雄
さ
ん（
森
吉
支
部
）に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
に
わ
た
り

在
宅
に
お
い
て
重
度
の
障
害
者
を
介
護
し
て
い

る
方
３
人
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
北
秋
田
市
出
身
の
作
曲
家
・
成
田
為
三
追
善

墓
前
演
奏
会
が
10
月
29
日
、
龍
淵
寺（
米
内
沢
）

で
行
わ
れ
、
関
係
者
や
地
区
の
合
唱
団
員
な
ど

約
30
人
が
、
数
々
の
名
曲
を
残
し
た
郷
土
の
偉

大
な
作
曲
家
を
偲
び
ま
し
た
。  

　
墓
前
で
法
要
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
齋
藤
彦
志
・

浜
辺
の
歌
音
館
館
長
が
「
こ
れ
か
ら
も
、
成
田

先
生
の
功
績
を
後
世
に
伝
え
、
浜
辺
の
歌
音
楽

館
を
顕
彰
の
拠
点
と
し
て
音
楽
の
溢
れ
る
地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
こ
の
あ
と
、
追
善
演
奏
が
行
わ
れ
、
浜
辺
の

歌
音
楽
館
少
年
少
女
合
唱
団
が
「
か
な
り
や
」
、

「
秋
田
県
民
歌
」を
、
コ
ー
ル
も
り
よ
し
合
唱
団

が「
ほ
ろ
ほ
ろ
と
」を
合
唱
。
最
後
は
、
後
藤
惣

一
郎
名
誉
館
長
の
指
揮
で「
浜
辺
の
歌
」を
全
員

で
合
唱
し
、
成
田
為
三
先
生
を
偲
び
ま
し
た
。 

　
県
立
鷹
巣
農
林
高
等
学
校
（
佐
藤
英
樹
校
長
、

生
徒
数
２
４
０
人
）
の
学
校
祭
が
10
月
24
日
、

同
校
で
開
か
れ
、
生
徒
の
家
族
や
地
域
の
人
た

ち
な
ど
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。 

　
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、
岩
本
大
幸
生
徒
会
長

は
「
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
心
込

め
て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
日
は
鷹
農
祭

の
パ
ワ
ー
を
一
日
中
感
じ
て
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
」な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
応
援
団
の
模
範
演
技
、

吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
弓
道
部
の
演
武
、
ダ
ン
ス

や
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
多
彩
な
発
表
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。 

　
一
方
、
各
教
室
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ク

ラ
ス
展
示
や
実
習
で
作
っ
た
作
物
の
販
売
、
研

究
課
題
の
発
表
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
、

生
徒
の
家
族
ら
が
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

▲会員らと参加者の連携を深めた第６回北秋
田市身体障害者福祉大会 

会員らが連携の絆を深める ●第６回北秋田市身体障害者福祉大会 

●鷹巣農林高校学校祭 

▲家族や地域の方々などたくさんの人たちで
賑わった鷹農祭 

最後の鷹農祭、多くの人でにぎわう 

▲後藤名誉館長の指揮で「浜辺の歌」を全員
で追善演奏 

偉大な作曲家を偲ぶ ●成田為三追善墓前演奏会 

第５回浜辺の歌音楽祭／市長ダイアリー

　
第
５
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭（
加
賀
隆
寛
・

実
行
委
員
長
）が
11
月
13
日
、北
秋
田
市
文

化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
保
育
園
児
や
小
中

学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
が
成
田
為
三

の
楽
曲
や
思
考
を
凝
ら
し
た
合
唱
曲
を
発

表
し
、美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し
た
。  

　
同
音
楽
祭
は
、「
浜
辺
の
歌
」を
は
じ
め
、

優
れ
た
童
謡
や
歌
曲
な
ど
を
数
多
く
作
曲

し
、
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家
と
し
て
知

ら
れ
る
米
内
沢
出
身
の
成
田
為
三
を
顕
彰

す
る
と
と
も
に
、
歌
声
の
あ
ふ
れ
る
活
気

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　
今
年
の
音
楽
祭
に
は
、保
育
園
児
、小
中

学
生
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
21
団
体

が
参
加
、
約
５
８
０
人
が
出
演
し
ま
し
た
。  

　
開
会
式
で
、三
澤
仁
教
育
長
は「
音
楽
祭

は
、市
町
村
合
併
の
と
き
に
、市
民
が
心
か

ら
喜
べ
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
考
え

ら
れ
た
も
の
。成
田
為
三
先
生
が
、生
前
に

作
曲
し
た
楽
曲
は
１
７
９
曲
。
今
日
は
そ

の
中
か
ら
、
キ
ラ
リ
と
光
る
名
曲
を
皆
さ

ん
で
歌
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
っ
た
「
は
ま
べ
の

う
た
キ
ッ
ズ
」
の
発
表
で
は
、「
赤
い
鳥

小
鳥
」な
ど
を
合
唱
。子
ど
も
ら
し
い
元
気

溢
れ
る
歌
声
に
、
満
場
の
観
客
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、秋
田
大
学
か
ら「
郷
土
の
音
楽

素
材
ラ
イ
ブ
ラ
リ
」と
し
て
、成
田
為
三
の

音
楽
を
研
究
し
て
い
る
、齋
藤
洋
・
教
育
文

化
学
部
准
教
授
と
爲
我
井
壽
一
同
学
部
准

教
授
が
出
演
し
、
為
三
の
楽
曲
を
演
奏
し

ま
し
た
。 

　
ま
た
、記
念
演
奏
で
は
、ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
佐
藤
容
子
さ
ん
が
「
鳩
笛
の
唄
」
を
、
メ

ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
佐
藤
寛
子
さ
ん
が「
か

な
り
や
」を
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ロ
で
歌
い
、ま
た
、

「
浜
辺
の
歌
」
を
デ
ュ
エ
ッ
ト
し
、
伸
び
や

か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。
ピ

ア
ノ
の
前
田
拓
郎
さ
ん
も
、
楽
曲
の
美
し

い
旋
律
を
奏
で
て
、
２
人
の
歌
声
と
と
も

に
為
三
の
魅
力
を
存
分
に
伝
え
ま
し
た
。 

第
５
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

為
三
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
響
き
わ
た
る

▲２１団体が参加、約５８０人が出演し
た第５回浜辺の歌音楽祭 

よ
う 

た
め
が
い
ひ
さ
か
ず 

 

 

◇
10
月
16
日
〜
11
月
15
日 

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー 

市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 市議会第５回臨時会（議事堂） 

10
月
16
日（
土
）▽
平
成
22
年
度
北
秋
田
市
文
化
祭（
文
化
会
館
）
 

18
日（
月
）▽「
西
っ
子
ま
も
る
隊
」安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
功
労
者
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽

日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動（
能
代
市
） 

20
日（
水
）▽
秋
田
県
・
市
町
村
協
働
政
策
会
議（
秋
田
市
） 

21
日（
木
）▽
合
川
北
地
区
協
議
会（
里
の
茶
屋
） 

25
日（
月
）▽
秋
田
県
地
域
医
療
対
策
協
議
会（
秋
田
市
） 

26
日（
火
）▽
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
秋
期
合
同
要
望
活
動（
東
京
都
）▽
北
朝
鮮
向

け
短
波
放
送「
し
お
か
ぜ
」メ
ッ
セ
ー
ジ
収
録（
東
京
都
） 

27
日（
水
）▽「
坊
沢
営
農
組
合
」秋
田
県
農
林
水
産
大
賞
受
賞
報
告（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市

特
別
職
報
酬
等
審
査
会
委
員
任
命
書
交
付（
本
庁
舎
） 

28
日（
木
）▽
大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
66
回
取
締
役
会（
同
社
）▽
北
秋
田
市

周
辺
衛
生
施
設
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
衛
生
セ
ン
タ
ー
）▽
鷹
巣
町
役
場
職
員
Ｏ

Ｂ
友
の
会
会
員
研
修
会（
三
朋
末
廣
） 

30
日（
土
）▽
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
会
場
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー（
鷹
巣
体

育
館
）
▽
秋
田
県
種
苗
交
換
会
新
穀
感
謝
祭
及
び
開
会
式
（
文
化
会
館
）
▽
農
業
功

労
者
を
称
え
る
会（
耕
ホ
ー
ル
） 

31
日（
日
）▽
秋
田
県
種
苗
交
換
会
談
話
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

11
月
1
日（
月
）▽
第
54
回
秋
田
県
農
業
委
員
大
会（
文
化
会
館
） 

２
日（
火
）▽
鷹
巣
中
学
校
駅
伝
チ
ー
ム
東
北
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
結
果
報
告（
本
庁
舎
）

▽
第
68
回
秋
田
県
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
大
会（
文
化
会
館
）▽
平
成
22
年
度
秋
田
県
土
地
改

良
事
業
推
進
大
会（
合
川
体
育
館
） 

３
日（
水
）▽
第
51
回
農
村
に
お
け
る
健
康
を
考
え
る
集
い（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽「
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
全
国
大
会
in
秋
田
」（
合
川
体
育
館
）▽「
す
べ
て
の
拉
致
被
害
者
を

す
ぐ
返
せ
！
」北
秋
田
地
区
ミ
ニ
集
会（
中
央
公
民
館
） 

４
日（
木
）▽
物
故
者
追
悼
会（
浄
運
寺
） 

５
日（
金
）▽
千
葉
和
男
氏
、
戸
嶋
秀
雄
氏
消
防
叙
勲
受
章
報
告（
本
庁
舎
）▽
第
29
回
秋
田

県
産
米
品
評
会
褒
賞
授
与
式（
交
流
セ
ン
タ
ー
）▽
第
１
３
３
回
秋
田
県
種
苗
交
換

会
褒
賞
授
与
並
び
に
閉
会
式（
文
化
会
館
） 

８
日（
月
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
正
副
管
理
者
会
議（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

９
日（
火
）▽
故
津
谷
裕
貴
弁
護
士
葬
儀（
秋
田
市
） 

10
日（
日
）▽
北
秋
田
市
上
小
阿
仁
村
病
院
組
合
臨
時
議
会
及
び
全
員
協
議
会（
公
立
米
内
沢
総
合
病
院
） 

11
日（
木
）▽
北
秋
田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
平
成
22
年
度
秋
田
県
知
事
と
市
町

村
長
と
の
行
政
懇
談
会（
秋
田
市
） 

12
日（
金
）▽
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑（
本
庁
舎
） 

15
日（
月
）▽
第
15
回
日
沿
道
沿
線
市
町
村
建
設
促
進
大
会（
東
京
都
） 

ひ
ろ
ゆ
き 
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